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り1～2e低く経過した。またこの図には示さなかった

が，上ぶたの調節でこれより温度を高く保つこともで

き．その操作もポリフイルムGより容易であった0

これらの資材で育苗した移植期の苗の生育を第4表

に示した。そのうちポリフイルムGだけは管理方法が

他とは異なったため，ポリフイルムGと他の区との苗

の生育を．直接比較はできないが，参考としてポリフ

イルムG区の値を100とした指数値を右欄に示した。

表からわかるように，換気能力がやや小さく最高及び

最低温度が高目であったポリフイルムBの苗は．草丈

が徒長し第1葉斡長も長くなった。他方，換気能力の

表も優れたポリフイルムCの苗は，乗数が進み草丈及

び第1菓翰長の短い健苗であった。

以上のことから，ポリフイルムCは，密閉期間中の

保温効果があり，換気操作もしやすく．しかもポリフ

イルムG（ジャンボ有孔ポリ）より換気能力があるの

で，中苗の育苗環境条件が改良され塵苗が得られるこ

とから，実用性があるものと思われる。

最上地方における稚苗、
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中苗の多収生育型について

感．佐　藤　勘　雇

1　ま　え　が　き

最上地方における1na当り平年収量は昭和50年の多

収によって500毎台に連したが，なお他の地域と50～

70毎の差がある（第1表）。この背景には地力の低い

火山灰土壌が多いこと．融雪遅延，地水温が低く，日

照時間が少ないことなど環境的要素の影響も大きいが，

栽培技術面での改善の余地もまだ残されている。ここ

では稚苗．中西機械移植栽培におけるキヨニシキの生

育相からみた多収生育型と問題点について報告する。

第1表　県内各地の10a当り平年収量

地　　　　 域
昭和5 1年 度

10 a 当 り平年収 量

村　　　　 山 5 7 0 吻

置　　　 賜 5 7 1

庄　　　　 内 5 58

最　　　 上 5 0 8

県　 平　 均 1　　　　　 5 58

2　試　験　方　法

1．品　種　キヨニシキ

2．移植苗の唾類

（1）推古：2．0～2．5葉．乾籾1箱当り250才播種，

20～25日苗

（2）中苗：5．0～4．0葉，乾籾1箱当り125㌢播種，

55～40日常

5．移植期　5月15日～20日

4・施肥条件　（Ⅳ成分，吻／10a）9吻（標肥）

～15時（極多肥）

5．栽植密度

25．8～26．5株／7㌦

5　試　験　結　果

1．最上地方の生育相の特徴

最上地域における移植後の稲体乾物重の推移を他の

地域と比較すると．（もちろん移植時期，施肥量が異

なるため，厳密な気象による感応結果とはいえないが），

最上の占月中における乾物重は山形，庄内の85～75喀

程度である。反面7月から出穂期にかけての増加量が

著しく，出穂期の乾物重においては他の地域との差が

小さくなる（第1図）。このように生育中期（7月）

の窒素吸収に比重のかかる生育相は，結果としてはN

吸収量に見合った〝㌔当り籾数を確保していても，長稗

長穂型となる。さらに窒素濃度の上昇は，当地方の作

況に対する気象的要田のうち，もっとも大きい7月の

気象要素によって葉いもち病の多発を生じやすく，収

量的に安定性に欠ける（第2表）。

2．稚苗，中苗の生育相の差異

稚苗，中古とも収量に対する影響の大きい要因とし

ては，構成要素である†諺当り粒数であり，また，この
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6月　6　　　　出　　　　成
／　／　　　　穂　　　　熟
20日　30　　　　期　　　　期

第1図　乾物重（タ／，げ）推移の地域差（昭
和45～49年の平均値：品種　ササニシキ）

第2表　作況指数に対する月別気象係数の
影響（昭和55～49）

気象係数
標準偏回帰
係　 数

同左比率（勅 寄与 率 物

6 月 0．02985 2 卜 十

7 月 0．58650 48

8 月 －0．19862 － 1d

9 月 0．4 1090 54

構成の中では1穂粒数より〝㌔当り穂数の影響が大きく，

登熟歩合，玄米千粒重の決定要素は変動が少なく．か

つ収量への影響も小さい（第5表）。ナ㌦当り粒数拡大

のためのけ戸当り穂数の増大は，最高茎数の増加．ある

いは有効茎歩合の向上により可能であるが，同一施肥

条件では，稚苗と中西で様相が若干異なる。第4表は

稚苗と中苗の収量水準別茎数の推移と構成．決定要素

の差異についてみたものである。稚苗の場合，最高茎

数800本／〝ヂ以内では各収量水準間の有効茎歩合の差

が小さく，生育初期から茎数が高目に推移し最高分け

つ期の茎数が多くなるに従って，穂数，7㌦当り粒数が

拡大し，収量が高まっている。中古での多収生育相は，

初期分けつ発生が多く，最高分けつ期の茎数d50～700

本／ァ坑　穂数500～550本／ナげで稚苗より10弱程度少

ないが，1穂粒数，〝㌔当り籾数が多く，豊熟歩合も高

い条件で多収を示した。しかし初期茎数が少なく，分

けつ後期のd月50日から7月10日にかけての茎数増加

率が大きく，最高分けつ期の茎数が750本／ナげと経常

の高位収量水準並の生育経過をたどった場合，有効茎

第5表　玄米重に対する各要素の相関

（昭和48～49年，キョニシキ　機械移植）

7 月 1 日

7㌦当 り茎数
稗　　 長 〝ヂ当 り穂教 有 効 茎 歩 合 †ガ当 り粒 数 豊 熟 歩 合 窒 素 吸 収量

＊＊ ＊＊ ＊＊

0．0 2 5

＊＊

0．0 0 7

＊＊

0．4 1 8 ．　　 0・5 7 5 0．4 7 0 0．8 0 8 0．°0 5

第・4表　茎数の推移と構成，決定要素の差異

苗　 別

収 量

水 準
（噸 ／108）

茎 数 お よび 穂 数 （本 ／ †ガ ） l 有 効 茎

歩 合

（痴 ）

1 穂

粒 数
（粒 ）

†げ当 り

粒 数
（×10 3粒）

登 熱

歩 合
（多 ）

■ 占乞 。 ！ ∵ ㌦ ㌦
成 熟 期

稚　 苗

7 5 0 4 0 8 7 0 9 7 5° 7 18 5 8 9 76 7 5 4 2 8 0

7 0 0 5 2 9 7 0 2 7 d d 7 5 2 5 5 1 7 2 7 1 4 0 8 0

8 5 0 5 0 8 8 0 9 7 10 8 4 0 4 9 8 7 0 7 6 5 8 7 9

8 0 0 5 8 2 5 5 5 8 5 0 5 7 4 4 7 8 74 7 5 5 4 8 1

中　 苗

7 5 0 5 0 0 8 7 2 8 8 8 8 8 1 5 5 1 78 7 9 4 2 8 5
7 0 0 4 8 7 8 7（5 8 79 d 2 8 4 9 4 7 2 7 5 5 7 8 8
6 5 0 4 2 5 8 8 8 7 5 5 d 5 5 4 9 9 d d 7 2 5 6 8 2
d D O 4 4 2 ！ d d 9 7 4 1 8 5 1 4 9 8 d d 占8 】　 5 4 1　　 8 4
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歩合，1穂粒数が少なくなり，その結果が当り粒数が

低下し，収量水準も低下した0

以上の稚苗と中苗の生育相の差異は，移随期，1株

植込苗数，施肥量が同じであれば，乾物重，窒素吸収

量の推移の差異によるところが大きい。つまり最高分

けつ期ころまで，中苗は稚苗より草丈，初期茎数が多

く，乾物重は高めに経過し，最高分けつ期は早まる傾

向にあり，最高茎数は少ないが，窒素吸収量が多い。

この乾物重，窒素吸収量の増大により生育中期の窒素

栄養不足が早まり．最高分けつ期から出穂期にかけて

の生育量増加率が低下したものと思われる（第2図）。

特に後期分けつ発生，最高茎数が多い場合にこの現象

がみられ，有効茎歩合，穂数，すげ当り粒数が低下し，

収量水準が下ったものであり，前歴としての乾物重の

増加に対応した生育中期の窒素補給の必要性を示すも

のといえる。他方，稚苗では中苗よりナげ当り乾物重，

単位茎数当り乾物重，N吸収量が小さく推移し，最高

茎数800本／†㌦以内では中期窒素栄養不足が緩慢なた

め，最高茎数が多い割に，有効茎歩合，1穂粒数の低

下が少なく，収量も最高茎数に比例して向上したもの

と思われる。しかし最高茎数800本／ナ㌦以上になると．

前述した中革の低収量水準のような現象，さらに生育

中期以降の光利用率の問題が生じ，収盛の安定性を欠

く可能性がでてくるものと推察される。

5．多収生育型と栽培上の留意点

収量700ノCg／10a以上の生育指標としては†げ当り拉

致4万校，穂数550本／〝㌔を目標にN吸収量からみて

7月上旬まで．最高茎数，稚苗で750～800本／I諺，

中苗では700本／〝㌔必要である。

以上の多収生育型の目標に達しない要因としては地

水温，苗質などとともに，移植時期，1株随付苗数が

関与しており，稚苗では移植時期を早め初期乾物重を

確保し，中音的生育相に接近させることが必要である。

中苗では出穂有利性をもつとはいえ，生育量確保のた

めに移憶時期を遅れないように，また，播種最が少な

いため植込本数が少なくなりやすいので適正植込本数

（5本程度）に留意し，目標茎数を確保したのちの穂

肥対応は遅れないよう若干のつなぎ（穂首分化期），

または幼穂形成期の追肥を早めることが前歴によって

は必要になってくる。


